
２０１９年６月１９日 

伊藤眞純 

ＫＷＣ ２４５回平日例会 辻堂古道を散策して海浜公園に向かう 

月日 ：２０１９年６月１９日（水） 晴れ 

集合 ：ＪＲ辻堂駅 １０：００ 

コース：①辻堂駅→②八幡神社・③白山神社→④宝泉寺→⑤田端明神（諏訪神社）→⑥正一稲荷（小松稲荷神社） 

    →⑦県立海浜公園→⑧長久保公園→⑨阿弥陀堂→⑩日枝神社→①辻堂駅  １８，０００歩 １３ｋｍ 

参加者：高橋文Ｌ・勅使河原 SL 含め合計２８名 赤字：感想文 

    １班；桑原班長・勅使河原・平石・奴田・小野里・平野・山川・高橋友・上田・加納  １０名 

２班：中林班長・平嶋・熊坂・高橋文・佐藤繁・小林・市村・脇坂・大川        ９名 

    ３班：福士班長・常盤・仲・伊藤眞・渡辺・志村・畠・吉田・飯田           ９名 

地図： 

ＪＲ辻堂駅 
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１０：１６ 宝仙寺・諏訪神社        熊坂さんによるストレッチ 良く伸びていますよ！ 

 高橋文Ｌコース説明 

諏訪神社 

旧辻堂村の鎮守・諏訪神社は宝泉寺と境内を接し、神社の鐘楼、鳥

居が寺の境内にあって、かつて宝泉寺がこの神社の別当役をつとめ

ていた頃の神仏混淆の風景を今に残しています。7月の例祭日には、

東町の源頼朝、西町の源義家、南町の武内宿禰、北町の神功皇后の

市指定有形文化財「辻堂諏訪神社人形山車」4基が繰り出します。（ＨＰより引用） 

宝泉寺 

建久年間（1190～1199）に創建源頼朝の勧請とされている。「南の寺」と呼ばれており、十一面観音を本尊とす

る。江戸時代に寺社詣が流行した頃、大山詣にも多くの人々が訪れた。その帰りには、「片詣」は縁起が悪いと、

江の島詣への近道が通る宝泉寺は白衣の行者で賑った。（ＨＰより引用） 

紫陽花と神社                鳥居から観る神社 古木 

 

京、鎌倉往還１６ 
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赤い花は・・・？往還街歩きです            リーダー赤帽目立ちます 

辻堂海浜公園 鮮やかなピンクの花がお出迎えです！  

松の枝に絡むウォータースライダー 

公園全景（ＨＰより引用）１９、９ha広い！              

老人用遊具もありました 
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給水タイム １１：１２ 

 

橙色群花 緑の芝と青い空に映えて素晴らしい     こちらはタコの滑り台？と白い群花 

 

広い公園、青空晴天下を歩く            交通会館シルバー￥１００、証明書を見せて下さい！ 

 

新型新幹線 Ｅ7系            運転手になりました      サイクルセンター 

Ｐ４ 



昼食１１：４５～１２：３０ テーブル付 スカイサイクルに誰？ 屋外にも小屋の中に椅子がありました 

集合写真 伊藤カメラマンを除いて 2６人？・・・お１人不在ですね！ 

班別写真 第 1班 桑原班長含め９名ですが・・・    第 2班 中林班長含め 9名ですが・・・ 

新しいメンバーの顔と名前を覚えようとして班別集合写真を撮りました。逆光は配慮しましたが、お顔が帽子で

見えませんが・・・（失敗！スタイルでも判りますよ！夏の集合写真は帽子を取りましょう）      Ｐ５                        



第３班 福士班長含め１０名ですが・・・９+９+１０＝28名全員ＯＫです   ヨット？ 

池もあります                     ヨット？を背景に芝生を歩く熟男２人 

浜歩き、江の島が近くに見える 歩く姿勢いいですね！ 

高橋文隊長長蛇の後列を確認 

地下道に潜ります 地下に交差点が有り 

134 号線道路地下です 

素晴らしい交差点地下道です。 

 

Ｐ６ 



地下交差点で給水対タイム、初体験でした。       引地川 綺麗でした 

引地川沿い樹木の木陰もある歩道ですよ！         「さくばし」 鳥？のモニュメント 

青空に延びる松を眺めながら          赤い花をつけた木の下を快適に歩く 

 

亀さん１匹甲羅干し？で歓迎   小川のせせらぎの有る遊歩道 １３：３５長久保公園 １３，０００歩 

Ｐ７ 



見晴らし台            江の島を眺める          やはり椅子お座りが一番良い！ 

 

山桃 赤く色づき綺麗 食べたいネ  新緑の小径            この木何の木？気になる木 

寶珠寺 真言宗 

 

文治年間（1185 年 - 1190 年）頃に元朝により開山、創建された[2][3]。天福元年（1233 年）に覚源の開山により

創建されたとする説もある[2]。 始め八松ヶ原久保田の辻にあったが元禄 7年（1694 年）に火災にあい現在地 

移転したとされ、辻にあった宝珠寺の不動堂が辻堂の地名の由来であるともされている。[2][1] （ＨＰより引用） 

                       Ｐ８ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/1185%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1190%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9D%E7%8F%A0%E5%AF%BA_(%E8%97%A4%E6%B2%A2%E5%B8%82)#cite_note-fjsw001-2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9D%E7%8F%A0%E5%AF%BA_(%E8%97%A4%E6%B2%A2%E5%B8%82)#cite_note-fjsw001-2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E7%A6%8F_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/1233%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%9D%E7%8F%A0%E5%AF%BA_(%E8%97%A4%E6%B2%A2%E5%B8%82)#cite_note-fjsw001-2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E7%A6%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/1694%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%BB%E5%A0%82


宝珠寺本堂 ここで休憩 立派なお寺です 

 

横浜市重要文化財 庚申供養塔        立派な鐘籠を守る女性は？  タイザンボクの白い花 

 

天王社 

 

天王山と呼ばれ、元々は宝珠寺の傘下にありましたが、明治

６年（１８７３）の神仏分離政策によって分けられました。

一説によりますと、辻堂領諏訪神社の北の守護として建立さ

れたともいわれております。 

昭和初期までは神輿が奉られ、毎年７月２５日には辻堂元町

の町内を練り歩く行事が行われていました。 

そのお神輿は現在、辻堂両諏訪神社に奉納されております。 

（ＨＰより引用） 

Ｐ９ 



熊坂さんクールダウン１４：３０          

 

 

辻堂駅１４：５０ 高橋文Ｌ「お疲れ様でした。今日の歩数は１８，０００歩 １３ｋｍとします。 

アフター希望者は目利きの銀次へ行きます。」  予約してありました 乾杯の生ビール最高！ 

 

伊藤自宅含め２５，０００歩 １７ｋｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ１０ 

編集後記：今日は晴天に恵まれた最高のウォーキングでした。歴史ある辻堂古道と社寺巡りに、広大

な県立辻堂海浜公園は初体験で、花と緑に歓迎され、孫を連れてくると喜び、爺も一緒に遊べる所で

す。江の島を眺めながらの海岸歩きも最高でした。古道にふさわしい社寺と広大な公園の組み合わせ

のウォーキングコース、下見を含め改めて高橋文Ｌに厚くお礼申し上げます。 

小生今日は大船で乗り換えるべき所通過し、逗子まで行き辻堂駅１０時到着、皆さんにご迷惑を 

お掛けして大変申し訳ありませんでした。昨年１１月大山８０歳記念登山で痛くなった左脚も少し 

良くなり６/２（日）子安の里例会ウォークに次ぐ復帰後２回目の参加でした。 

いつものボケ防止用日記帳「メモと写真」です。誤記や失礼な記述があるかもしれませんが悪しか

らずお許しの程。説明文はＨＰ他から引用しました。 


